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研究成果の概要（和文）：本研究では、びまん性肺疾患の診断と予後予測AIを構築するための大規模データベー
ス構築と各モデルを開発した。
まず、全国の専門病院から系統だった疾患データを収集して、AI診断に適した形に変換し、精度の高い診断AI及
び予後予測AIの開発に成功した。さらに、一般に利用可能なモデルにするために解析を行い、非専門施設でも利
用可能なデータへの対応を進め、AIの再構築を行った。構築したモデルが一般に使用可能なアプリケーションを
実行するためのプラットフォーム(PaaS)対応のプロトタイプを構築した。これらの成果により、本研究の目標
「びまん性肺疾患のデータベース構築と精度の高いAI診断・予後予測開発」を達成した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we constructed a large database and developed each artificial
 intelligence (AI) model for diagnosis and prognosis prediction of interstitial lung diseases.
First, systematic disease data was collected from nationwide specialized hospitals and transformed 
into a form suitable for AI diagnosis, resulting in a highly accurate diagnostic and prognostic AI. 
Moreover, we analyzed to make the models generally usable, and reconstructed the AI in order to make
 the data accessible to non-specialized facilities. A Platform as a Service (PaaS) compatible 
prototype was built to enable the constructed model to run publicly available applications. With 
these results, we achieved our research goal of " constructing a database of interstitial lung 
diseases and developing highly accurate AI diagnostic and prognostic predictions.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、世界でも最大規模かつ高精度なびまん性肺疾患データベースが構築された。構築したデータベー
スを用いて、該当領域におけるAI診断システム開発で世界をリードする位置に立つことができた。特に、構築し
たプロトタイプAI診断システムでは、特発性肺線維症の診断精度が85%と、医師の診断結果と同等かそれ以上の
成果を達成した。また、予後予測AIシステムの構築により、個々の患者の治療選択や患者意思決定の一助となる
事が可能となった。以上の結果から、本研究により、国内外の診断が困難な稀少疾患や難病を含むびまん性肺疾
患の実臨床における診療レベルの飛躍的向上を促進する事が可能となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 

びまん性肺疾患の中でも、特に特発性肺線維症の平均予後は診断されてから３～５年と予後

不良の疾患であるため、特発性肺線維症を早期にスクリーニング・診断・予後予測を行って治療

を開始する事が最重要課題である{Kondoh, et al. Respirology, 2017}。しかし、びまん性肺疾患

は稀少疾患を多く含み、一般の呼吸器科医には診断が困難なことが多いため、この領域の国際的

および我が国のガイドラインでは呼吸器専門医、胸部専門の放射線科医、肺病理専門の病理医の

３者が合議の上で診断すべき、と明記されている。これは MDD 診断（multidisciplinary 

discussion 診断）と呼ばれ、びまん性肺疾患診断の国際的な Gold standard である。 

国内外の各施設の特発性肺線維症の診断一致率はκ値=0.35 と低いが、国際的なびまん性肺疾

患専門家では一致率はκ値=0.71 と格段に上昇する{谷口博之, 古川大記. 医学のあゆみ, 2017}。

また精度の高い診断のためには高精細 X 線 CT 画像や系統だった所見・臨床所見データ及び病

理データが必要であるが、びまん性肺疾患専門医在籍病院以外の病院では欠損データが多い。ま

た現実には、３つの領域の専門医が揃って討議し、MDD 診断ができる施設はほとんどない。さ

らに、施設によって診断にばらつきがあり、正解データの精度にも自ずから差があったためデー

タベース構築および人工知能（AI）診断が困難であった。さらに予後不良の疾患にもかかわらず

予後予測する手段が無かった。 

このため、AI の教師データとして精度の高い画像・臨床データ・診断結果・予後情報が揃って

いる、びまん性肺疾患専門家が在籍する多施設での症例を AI の教師データとして、びまん性肺

疾患診断・予後予測人工知能（AI）の開発を目指す。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、①全国のびまん性肺疾患専門病院から画像データ及び基本臨床データをオ

プトアウト同意で可能な限り収集する。②収集されたビッグデータを用いて臨床情報・画像デー

タと医療知識のマッピングを行い、深層学習による医療画像・臨床情報からの自動所見抽出を行

う。③さらに広義の機械学習を用いて、びまん性肺疾患の診断・予後予測を行う AI を開発する。

④構築された AI 診断アルゴリズムを用いて、新規症例の蓄積時にデータ提供病院に解析結果を

提供し、びまん性肺疾患診断の時間的効率性の改善と飛躍的な精度向上を目的とするプラット

フォームの開発、を目的とする。これらの目標を達成することで、びまん性肺疾患の早期診断・

予後予測を支援し、より良い医療に繋がる可能性がある。 

 

３．研究の方法 

全国のびまん性肺疾患の系統だった疾患データを蓄積してデータベースを構築し，臨床情報・



画像データと医療知識のマッピングを行い、AI 診断に適したデータ変換を行う．さらに，深層

学習による医療画像・臨床情報からの自動所見抽出を行う。次に、広義の機械学習を用いて、び

まん性肺疾患の診断AIを構築し，単施設データで作成された診断AIモデルと精度を比較する．

加えて、予後情報に対して深層学習と機械学習を組み合わせ，精度の高い予後予測 AI を構築す

る．構築した予後予測 AI を応用し，個々人での治療効果予測を可能とするアルゴリズムを構築

する．作成したびまん性肺疾患診断・予後予測 AI を広く前向きに使用するためのプラットフォ

ーム構築と、汎化性能向上のために必要な解析を行う．  

  

４．研究成果 

本研究では、びまん性肺疾患の診断と予後予測を目指した AI モデルの開発と、それに必要な

大規模データベースの構築を達成した。具体的には、全国のびまん性肺疾患専門病院から詳細な

疾患データを系統的に収集し、AI 診断システムで利用可能な形へと変換することで、世界最大

規模の精緻なデータベースを構築した。構築したデータベースを用いて、高精度な AI による診

断及び予後予測が可能となった。さらに、一般の非専門施設でも使用可能な形への変換と AI の

再構築も成功した。また、構築したモデルを使えるプラットフォーム（PaaS）対応のプロトタ

イプを実現した。これらの成果により、本研究の目的であった「びまん性肺疾患の大規模データ

ベース構築と、精度の高い AI 診断・予後予測の開発」を達成した。世界でも最大規模かつ高精

度なびまん性肺疾患データベースの構築は、AI 診断システム開発における世界のリーダーシッ

プを確立する大きな一歩であった。 

特に注目すべきは、プロトタイプの AI 診断システムにより、特発性肺線維症の診断精度が

85%に達し、これが医師の診断と同等かそれ以上であったことである。さらに、予後予測の AI

システムも構築し、これが個々の患者の治療選択や意思決定の重要な支援を提供することが可

能となった。 

 

 

 

本研究の成果は、診断が困難な稀少疾患や難病を含むびまん性肺疾患の実臨床における診療

レベルの飛躍的な向上を促進するとともに、国内外のびまん性肺疾患診療の進化に寄与する可

能性があると考えられる。以上が本研究の主な研究成果であった。 

図：アルゴリズムによって生成された疾患アノテーション

ラベル付き画像。赤と青の領域は特発性肺線維症(IPF)と

非 IPF を示し、疾患特異的な領域に分割して利用される。 
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